
 

 

 

キャリア教育では、社会や経済の仕組みについての現実的理解を図ることが求

められています。そのためには、職業生活や産業社会に関する基礎的な知識や理

解が重視されます。体験から学ぶだけでなく、系統的に学習することも必要です。す

でに、中学校、高校のいずれにおいても、題材の系統や年間計画に基づいて進路

学習が展開されています。今後は、単元や題材の系統性を重視するとともに、目標

や評価の観点を明確にして適切なガイダンスと個別指導が行われるようにします。 

  

 

■ 題材の系統 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ＰＯＩＮＴ ２ 目 標 や評 価 の観 点 を明 確 にして系 統 的 な 

進 路 学 習 を展 開 する  

【学級活動】 

学校生活への見通しや目標

をもって学ぶ 

「中学校の学習と夢や希望」 

【学級活動】 

「自分を知る」 

「将来の生き方と進路計画」 

２年「マイ・チャレンジ」 

働く人々「はたらくとは？ 職業とは？」 

（４時間扱い） 

教材：中学生活と進路１（ｐ．２８～３２） 

「はたらくことについて知る」 

総合的な学習の時間 

「生き方講話」 

総合的な学習の時間 

「１３歳のハロー・ワーク新聞 

 づくり」 

２・３年「高校説明会」 

道徳〈勤労の尊さ〉 

   「自然な笑顔のままで」 

   〈理想の実現〉「弓の矢」 

国語「礼状の書き方」 

 

【学校行事・総合・その他】 

(小)総合的な学習の時間 

「地域を学ぶ」 

学校祭 

教育相談 

【教科・道徳】 

（小）社会 

「私たちの生活と工業生産」 

道徳〈奉仕・勤労の尊さ〉 

      「笑顔の心で」 

○人それぞれの個性 

○自分を知る 

○私たちの将来の希望 

○進路の意味 

進路適性の理解 進路選択と将来設計 進路情報の活用 啓発的な経験 進路相談

中学校の学習 

と夢や希望

自分を知る 

将来の生き方と 

進路計画

働く人々 
身近な人の職業 

生き方講話 

新聞づくり 

教育相談

教育相談

○進路計画の必要性 

○進路計画を立てる 

 

 

第 

１ 

学

年 

 

○ 第１学年の進路学習 

教育相談

※  小学校の題材に

ついては「（小）」

と示した。 
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 ここでは、中学校と高校の進路学習の取組を例にして、系統的な

学習プログラムを構築する考え方を説明します。  

 

事例紹介 

 

 

 

 

 

 

■ 学級活動を柱とした学習プログラムの構想（題材の指導計画）について 

１ 単元名 

「働くとは？ 職業とは？」（１学年） 

２ 単元の系統図（省略） 
 

３ 単元目標 

本単元での目標 キャリア教育の視点からの目標（◎重要 ○やや重要） 

１ 職業や働くことに関心を 

   もち、これについて学ぶ 

   意欲をもつ。 

２ 自分の関心のある職業を 

   認識し、さらに深く知るこ 

   とに意欲をもつ。 

３ 働く人の具体的な姿を通 

   じて職業の多様な面を知 

   り、関心をもつ。 

４ 広く生き方について多様 

   な観点をもつとともに、 

 勤労観や職業観を育む。 

人間関係能力（自他の理解能力、コミュニケーション能力） 

○自己の職業について、興味や関心をもつ。 

○インタビューを通して、大人とのコミュニケーション・スキルの基

礎を習得する。 

情報活用能力（情報収集・探索能力、職業理解能力） 

◎生き方や進路に関する情報を、インタビューを通して、調査、収

集できる。 

◎勤労の意義や、働く人の様々な思いが分かる。 

○職業や仕事のあらましを理解する。 

将来設計能力（役割把握・認識能力） 

○職業の社会的役割や意義を理解し、自己の生き方を考える。   
 

 

４ 単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 

間 

 

学習活動 
 

指導と支援 
キャリア教育で 

育む諸能力 

 

評価方法 

 

 
第 

１ 

時

間 

単元「いろいろな職業」 

１ テーマの意識化 
 

・「働く」とはどういうことかを

 事前のアンケートをもとに

 発表する。 

・「働くこと、職業について」

 考えようとする。 
 

２ 職業の多様な面につい

   て考える。 
 

・進路ノートを見て、ワーク

 シートに分類する。 

 

・導入部分である

 ので、生徒のもつ

 多 様 な 考え を 肯

 定 的 に 受 け 止

 め、引き出すよう

 にする。 

 

・ 作 業 を 通 し て 、

 様々な職業の存

 在 や 、 職 業 の 多

 様な面をとらえさ

 せる。 

 

人間関係形成能力 
（コミュニケーション能力） 

 ・友達と協力して、 

  学習に取り組むこ 

  とができる。 

 

 
情報活用能力 
（職業理解能力） 

・職業や仕事のあら 

 ましを理解する。 
 

 
学習観察 

発表 

 

 

 
 

 

 

 

学習観察 

ワークシート 

育成すべき意欲や能力・態度を幅広く

とらえる必要があるが、指導に力点を

置く項目を明らかにする必要がある。 

従来の目標の抽

象的な部分を、

具体化する。 

 

事例 10〔中学校〕目標や評価の観点を明確にした進路学習を実践する 
 

この中学校では、キャリア教育の視点を生かして活動のねらいを検討し、生徒

の自己評価を促すように、ワークシートの改善に取り組んでいます。 

従来の目標と対比す

ることが大切である。 

単元（題材）の目標に

示していないが、グル

ープワークを展開する

際の評価の観点とし

て設定してある。 
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５ 事前及び事後の指導のポイント 

（１）事前のアンケート（「働くこと」）をもとに、生徒の職業に対する理解や見方など

について把握します。 

（２）３学期に将来設計シートを作成する際に、今回のワークシートを参考にさせます。 

（３）身近な働く人々に対するインタビューを通して、第２学年のマイ・チャレンジ活

動に必要な、大人とのコミュニケーション・スキルの基礎を身に付けさせます。 

従来の題材の系統だけでなく、能力や態度の育成の

視点から事前・事後の指導をとらえる。 

 

 

 

■ 体験的な活動（インタビュー）のワークシート 

身近な人の職業調べ調査用紙   （平成１8 年１月実施） 

１ 答えていただいた方の名前【 ○○ ○○さん  】 

  自分との関係      【 おば        】 

２ 働いている人に質問し、答えていただいたことを記録しよう。 

☆ インタビューの前と後に、「よろしくお願いします。」、「ありがとうございました。」と 

     あいさつしよう。 

質問の内容 答えていただいたことの記録 

①職業名と、仕事の内容や特色 薬剤師、保健薬局の調剤 

②この仕事をやろうと思ったの

はなぜですか。 

医療の仕事をしたかったから。 

③この仕事をやっていて一番つ

らかったことは何ですか。 
会社を休めない。責任が重い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 調査を終えての感想                               

薬剤師という仕事は具体的によく分からなかったが、お話を聞 

いてよく分かった。 

「薬」を扱う責任の重い仕事であることが分かった。 
 

４ 調査を振り返っての感想                            

（１） 自分から進んで情報が集められましたか。                Ａ  ○Ｂ   Ｃ 

（２） 職業や生き方についての情報の集め方が分かりましたか。    Ａ  ○Ｂ   Ｃ 

質問例は提示してあるが、自分で

設定できるようにしてある。 

「Ａ」になるよ

うにするため

には、どんな

質問をすると

よいか考えさ

せる。 

一方的な聴き取

りとならないように

自分の紹介も加え

るようにさせる。 

（３） 聞いたことはわかりやすく記録できましたか。            ○Ａ   Ｂ  Ｃ 

（４） 聞いた人の職業の内容について分かりましたか。         ○Ａ   Ｂ  Ｃ 

（５） 聞いた人の仕事や生き方に対する考え方が分かりましたか。   Ａ  ○Ｂ   Ｃ 

質問例 

 ・その仕事を選んだ（決めた）理由  ・その仕事につくために必要な資格や免

許、それを取得する方法  ・その仕事のよいところ、生きがい  ・その仕事に

つらいところ、たいへんな点  ・その職業を希望する中学生へのアドバイス 
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事例 11〔高等学校〕総合的な学習の時間で進路学習を展開する 
 

この高校では、第１学年の総合的な学習の時間を、進路について考察する活動

を中心として展開しています。第２学年以降のコース選択につながるように系統

的な進路学習となっています。 

■ 総合的な学習の時間における系統的な進路学習の展開例 

 
4 月 13 日（水）5時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 15 日（水） 

「一年間のまとめ」 
 ・一年間を振り返る 

 ・学習したことが定着したか？ 

「オリエンテーション」 
・職業と進路とは？ 

・学習の進め方 

・年間学習計画 

★一年間の学習の予定や目的 

人間関係形成能力・ 

情 報 活 用 能 力 ・ 

将 来 設 計 能 力 

を総合的に育成

人間関係形成能力 

情報活用能力を重視 

2 月 1 日（水）5 ・6 時間目 

「コース別オリエンテーション」
 ・各コースに分かれて学習科目の説

明 

★ 来年度の希

のような学習

の先生方に

きます。 

望コースでは実際にど

をするのかを、各科目

模擬授業をしていただ

2 月 8 日（水）5 ・6 時間目 

「コース別講演会」 
 ・外部講師によるコース別講演会 

 ・今後どのような学習が必要か？ 

 ・将来の就職の動向は？ 

将 来 設 計 能 力 ・ 

意 思 決 定 能 力 の 

育 成 に つ な げ る 

8 月 31 日（

「職場体験事前研究Ⅰ」

水）5・6時間目 

 
・各職場担当教員より職場の情報

提供 

・自己紹介、質問票の作成 

★各職場ごとのグループに分か

れて職場の研究を 

9 月 28 日（水） 

「社会人としてのマナー講座」 
・企業の方々からマナー研修を受け

る 

★5 人の講師をお招きし、「あいさ

つ」「言葉遣い」「お辞儀」などの

基本的なマナー研修を受けま

す！

11 月 1 ・2 ・4 日（火、水、金） 

「職場体験学習」

5 月 25 日（水）5時間目 

「自己を見つめる」 
・進路マップ学力診断テスト 

・自己発見リサーチ 

 （4 月 23 日実施）の結果分析 

★4 月に受験した試験・調査の結

果を分析します！ 

★自分に適した職業などが提示さ

 
・各職場に分かれての体験学習 

 

★今年は 70 くらいの職場に分かれて体

験することになっています！ 

12 月 21 日（水）5 ・6 時間目 

「職場体験発表会」 
 ・学んだことを発表 

★ 各職場で自分が学んだことを発

表します！ 

れます！

5月・6月特別授業 

「仕事学問まるわかりシステム」 
・ＣＤ－ＲＯＭを使って（パソコン室使

用）の調べ学習 

★最新の職業・学問を調べていきます！

★自分が興味のある仕事だけでなく、周

辺の仕事も検索できるので大好評！ 

6 月 1 日（水）5時間目 

「職業インタビュー発表会」 
・ 大型連休中の課題の一つ「身

近な人の職業を研究しよう！」で

調べた内

★各クラ

前で発表

容を、代表生徒が発表。

スの代表者が、みんなの

します！ 
 

・  「職業と進路ノー

ト」に各自が記入

していくことで学習

が進められます。 
 

 

・ 出席とノートなどの

提出物をもとに評

価されます。 

 

・ ノートには、毎回

先生からのコメント

が記入されて返却

されます。 
 

進路ノートを用いて、教科などと同様に評価を重視した指導を行っています。

また、インタビューやインターンシップなど、体験的な活動を取り入れた系統的・

総合的な学習プログラムを実践しています。 
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 ■ 学習の成果はポートフォリオとして活用する 
進路説明会、講話、体験的な活動などの多様なプログラムを設定しても、児童

生徒一人一人の受け止め方は異なります。このようなガイダンスの機能を高める

ためには、諸活動を通して児童生徒の考え方や態度がどのように変容したのか、

的確に把握する必要があります。 

この学校では、進路ノートの記述内容を評価して、前後のガイダンスと関連付

けたり、個別のフォローを行ったりしています。また、ノートに記入した内容は

ポートフォリオとして、学習の振り返りや定着を促すことに役立てています。 

 

［ 進路ノートの記述例 ］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（教師のコメント） 
自分の気持ちをこうし

て表現できることはとても

すばらしいことです。 
○ 学習のテーマ 進路の学習に関するオリエンテーション 

○ 学習して分かったこと・感じたこと 
高校生活に対する不

安や焦りは誰でももって

いるものです。それを自

分なりにどう処理していく

かが成功の鍵となると思

います。ここに書いたよう

に、まず一生懸命やった

という充実感を得ることで

はないでしょうか。時には

リラックスしながら努力を

続けてください。 

 私は高校に入学してから「不安」や「焦り」を強く感じていました。部

活に入りたくてこの学校を選んだものの、両立に悩み、早く自分に合っ

た自主学習の方法を見付けなければと焦っていました。 

今日の先生の話を聞いて、自分の進路について、先生方が一生

懸命協力してくれるのだと分かって安心しました。厳しい口調での話も

私たちに後悔してほしくないからだと感じました。「努力して入る学校に

行ってください」という先生の言葉を大切にして、３年間努力したいと

思いました。 

 私の将来の夢は、保育士か看護士になることです。そのための具

体的な進学先は決まっていません。この後、夢は変わるかもしれませ

んが、とにかく勉強して選択肢を広くもつことができるようにしたいと思

います。 
 

○ 疑問点や調べてみたいこと 

 国立（公立）と私立ではどのくらい授業料などに差があるのですか。 

（教師のコメント） 

５／１１の職業と進路の授業で詳しく説明しますね。 

 

将来設計能力や意思決

定能力の支援に力点を置

いています。 

■ 個別のフォローの 

ポイント 
・情報提供は、できるだけガ 

 イダンスの場で収集した

 り、主体的に調べ学習で得

 たりするように促す。 

・相談や個別のフォローが 

 必要な内容を峻別する。 

 

 

事例から学ぶこと 

① 従来の進路指導の目標をキャリア教育の視点で見直す。 

   従来の進路指導の計画をキャリア教育の指導計画に移行する場合、 

   従来の目標との違いを十分に検討することが大切です。 

② 活動の成果はポートフォリオにまとめる。 

キャリアは経験の積み重ねによって形成されるものです。活動を振

り返り、継続して指導できるように、活動の成果をまとめたノートや

ワークシートは、ポートフォリオとして活用することが大切です。 
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解説７ キャリア教育の視点を生かして単元の指導計画を作成するポイント 

 
 

 
単元や題材の指導計画の書式は、特に定まっていませんので、各教科や総

合的な学習の時間などの指導計画に準じて作成することになります。 
 

 
それぞれの教科及び領域ごとに作成する場合もありますし、いくつかの教

科、領域の活動にまたがる学習プログラムのスタイルも考えられます。現在

は、研究開発の段階であることから、数年間をかけて書式なども更新しなが

ら整備していくことになります。アメリカなどの例に見られるように、包括

的な発達段階に応じたガイダンスプログラムを構築するには、長期的な学校

経営上の取組が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 単元や題材の指導計画検討の手順   

（１）一つの学習プログラムとしてまとめる場合には、まず、柱となる領域や

教科の指導計画をもとにして作成します。中学校や高校の場合には、主に

特別活動や総合的な学習の時間に位置付けられる活動が柱となる例が多い

ようです。 

（２）単元あるいは題材の目標を設定する場合、現在の目標をキャリア教育の

視点でとらえ直します。キャリア教育の視点で新たに目標を設定し直す方

法と、従来の目標はそのままで、新たに目標を追加する方法とがあります。 

（３）指導計画には様々な目標や評価の項目を設定しますが、どの程度具体的 

なレベルで設定することが適切であるかは、実際の指導や評価の場面を想 

定しながら検討して決めます。 

（４）キャリア教育の評価では、児童生徒一人一人のキャリア発達の状況を的確 

にとらえ、学習の成果をポートフォリオなどにまとめて生徒に自己評価させ 

るようにします。このためのワークシートやノートの活用は、単元の指導 

計画にきちんと位置付けます。また、これらの資料は、評価だけでなく、 

カウンセリングにも活用します。 
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■ 単元や題材の指導計画（書式例示２） 
 

次の例は、同時期に展開が予定されている各教科及び領域の学習内容を、単

独あるいは一つの学習プログラムとしてまとめる際の書式です。 

 

 

１ キャリア教育の単元名（題材名） 

    「 ・ ・ ・ 」（○学年） 

２ 単元設定の理由 

    （略） 

３ キャリア教育の目標 

目標（キャリア教育に関連の深い目標） キャリア教育の視点からの目標 

（例） （例） 

コミュニケーション能力 ○国語 

４  単元計画 

・相手や場に応じて、相手の意図をくみ取り、自分 

 の意志や意見を適切に伝えようとする。  

【 関心、意欲、態度 】

○総合的な学習の時間 

○特別活動（学級活動） 

・ 

次程 教科及び

領域 

学習活動 指導と支援 
（指導上の留意点） 

キ ャ リ ア 教 育

で育む諸能力

または評価の

視点 

評価方法 

 

 

１ 

※ 単独の

教科、領

域 の 場

合、省略

する。 

単元（題材）また

は 学 習 内 容

「 ・ ・ ・ 」 

  ・発表メモ 

（原稿、他の班

の発表を聞き

取ったメモ） 

      

キャリア教育で育む

諸能力のマトリックス

に示した項目をもと

に設定する。 
具体例を示して、評価に活か

しやすい項目を設定する。 

 

５  キャリア教育における具体的な評価項目 
次 

 

程 

 

学習事項及び評価項目の説明 

人間 

関係 

形成 

能力 

情報 

活用 

能力 

将来 

設計 

能力 

意思 

決定 

能力 

１ （１）いろいろな職業 

・○○・・・・ 

 ◎   

２ （２）身近な人の職業 ○ ◎   

単元計画に評価項目に示した場合、

評価項目を別に示さなくてもよい。 
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	ＰＯＩＮＴ ２ 目標や評価の観点を明確にして系統的な進路学習を展開する



